
【添付資料】 

基盤活動助成に関する、費⽬別助成内容 および 申請書類について 
 

１． 費⽬別 助成内容・・・（１）備品購⼊費                                   
 

費⽬ 申請に関する制限 対象となるもの 助成内容 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(1)備品購⼊費 同好会・任意団体
は申請不可 

① 1 点 20 万円（税込）以上 または 
 

② 構成する全ての備品が 1 点 1 万円
以上かつ、備品⼀式の合計⾦額が 
20 万円（税込）以上 

申請⾦額の 1/2 
相当額 

（100 円単位以下 
四捨五⼊） 

10 万円（税込） 
 

または 60 万円（税込） 
（1 点 20 万円以上の備品で部⻑・副部⻑・
顧問の申請⽂に基づき、備品の耐⽤年数、

使⽤頻度等から総合的に判断） 
 

注意事項 

 消耗品（耐⽤年数 1 年未満）、個⼈に帰属する備品は対象外です。 

 上記②に関して、構成される備品の中に 1 万円未満の物が含まれる場合でも、「1 組」で購⼊することが合理的であると判断できる場合は申請が認めら

れる可能性がありますので、必ず申請前に学⽣オフィスまでご相談ください。 

 上記②に関して、審査により⼀部不採⽤となり 20 万円（税込）を下回った場合、全ての備品の助成が不採⽤となります。 

 申請時に複数の販売元からの⾒積書の提出が必要です。その中から最も安価な販売元からの購⼊が助成対象となります。助成対象と異なる商品・購⼊先

からの購⼊は認められません。 

 原則、購⼊した備品の保管場所は部室やクラブ倉庫等とします。 

 原則、備品が複数個⼊った状態の価格を 1 点の価格とみなしません。  

 学術部・学芸総部の団体が⽂献を備品購⼊費として申請する際は、顧問の⽂献推薦所⾒を必要とします。  

 単価 1 万円以上の備品は「備品管理リスト」への記載が必要になります。（※「備品管理リスト」については今後発⾏される「執⾏の⼿引き」を参照） 



１． 費⽬別 助成内容・・・（２）交通費 ①⼤会、試合等 ②フィールドワーク ③遠征および合宿            

 

費⽬ 申請に関する制限 対象となるもの 助成内容 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(2)交通費 
①⼤会、試合等  

近畿圏以外で実施される
（ 近 畿 圏 内 は 不 可 ） 
⻄⽇本以上の⼤会・試合 
 
近畿圏＝⼤阪府、京都府、
兵庫県、奈良県、滋賀県 

以下 A-C のうち最も低い額 
（100 円単位以下四捨五⼊） 
 

A) 実費申請⾦額の 4/5 相当額 
B) 規程経路※1 により算出した額の 4/5 相当額 
C) ⼤会、試合の種類および参加⼈数により算出した別に

定める額（別表 1 参照） 

100 万円（税込） 
 
 

(2)交通費 
②フィールド 
ワーク※2 

体育会は申請不可 実施場所の制限なし 
（近畿圏内も可） 

以下 A-B のうち最も低い額 
（100 円単位以下四捨五⼊） 
 

A) 実費申請⾦額の 4/5 相当額 
B) 規程経路※1 により算出した額の 4/5 相当額 

30 万円（税込） 
2 回まで 

(2)交通費 
③遠征および合宿 

 実施場所の制限なし 
（近畿圏内も可） 

以下 A-B のうち最も低い額 
（100 円単位以下四捨五⼊） 
 

A) 実費申請⾦額の 1/2 相当額 
B) 規程経路※1 により算出した額の 1/2 相当額 

20 万円（税込） 
2 回まで 

※1 各キャンパスの起点駅（⾐笠︓JR 円町駅 BKC︓JR 南草津駅 OIC︓JR 茨⽊駅）から会場の最寄り駅までの経済済的かつ合理的だと考えられる経路。 
※2 フィールドワークとは、学術研究等をする際に、そのテーマに即した場所（現地）を実際に訪れ、その対象を直接観察し、関係者には聞き取り調査やア
ンケート調査を⾏い、そして現地での史料・資料の採取を⾏うなど、学術的に客観的な成果を挙げるための調査のことを指します。 

別表 1︓⼈数による助成上限（単位︓万円） 

区分／⼈数※① 1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-50 51 以上 
国際⼤会※② 10 20 30 40 50 60 100 
全国⼤会・⻄⽇本⼤会※③ 10 20 30 40 50 60 100 
上記以外 5 10 15 20 25 30 35 



※① ⼤会区分は、予選通過や選考・選抜の有無、対象団体の所属地域を考慮して判断します。⼈数は、⼤会主催者へ登録を⾏なった登録メンバーおよ
び⼤会運営に必要な学連等の役員の⼈数（マネージャーは試合・⼤会運営に必要な場合のみ）とします。 

※② 国際⼤会は国内の予選を通過、あるいは全国的な所属連盟等に⽇本代表として選考・選抜され（記録・実績等）、各国代表と競う⼤会を⽀援対象
とします。なお、連盟や協会などの選抜により国際⼤会等に出場する場合は、事前に学⽣オフィスに相談があることを条件に、実費交通費の 4／
5（1 ⼈あたり上限 10 万円）を助成します。（対象は学⽣部判断） 

※③ 競技⼈⼝や競技環境など競技の特性上、⻄⽇本⼤会以上に該当する⼤会、試合等が他に開催されず、かつ、その⼤会が全国⼤会への出場に繋がる
⼤会（結果により全国⼤会への出場が決定する⼤会、試合等）については、⻄⽇本⼤会に相当する⼤会、試合等とみなします。予選や選抜試合の
無いフリーエントリー形式の全国⼤会・⻄⽇本⼤会は「上記以外」とします。 

 

注意事項 

 宿泊費は交通費に含まないため助成対象外です。 

 原則、起点駅（または拠点キャンパス）から⽬的地までの往復を、団体まとまって⾏動することを前提とします。 

 公共交通機関の学割または団体割引での利⽤を原則とし、1 区間の乗⾞距離（乗換不可）が 100Kｍ以上の場合は⾃由席特急料⾦も助成対象とします。

学割や団体割引を利⽤しなかった場合、および指定席を利⽤した場合（⾃由席の設定がなく全てが指定席の場合を除く）、差額は助成対象外です。 

 公共交通機関が使⽤できないため、やむを得ずタクシーやレンタカーを使⽤する場合は、必ず事前に学⽣オフィスに相談してください。 

 貸し切りバス、タクシー、レンタカーを利⽤する場合、駐⾞場代は助成対象になりません。 

 レンタカーを使⽤する場合、必ず保険に加⼊してください。⾼速道路を含む⽬的地までの経路は、拠点キャンパス（または拠点駅）から⽬的地まで合理

的な経路を設定して移動するものとします。またレンタカーは、拠点キャンパス（または拠点駅）とこの経路から合理的と考えられる場所に位置する店

を利⽤するものとします。（※ 拠点キャンパスとは、申請時に選択する⼿続きキャンパスを指します。学部プロジェクト団体は、当該学部が拠点とする

キャンパスとなります。） 

 ⾶⾏機利⽤の場合、運賃に含まれる航空保険特別料⾦は助成対象ですが、LCC の荷物料、シートのグレードアップ費⽤、⾷事代等、オプションとして

追加選択したとみなされるものは対象外です。 

 ⾏先が海外の場合、①国外に出発した空港までの交通費、②国外に出発した空港から⽬的地のある国で最初に到着した空港までを助成対象とする。 

 フィールドワークで実施場所が複数ある場合、起点駅から最も距離の離れた実施場所の最寄り駅までの往復交通費を助成の対象とします。 

 

 

 



１． 費⽬別 助成内容・・・（３）指導者招聘費                                  

 

費⽬ 申請に関する制限 対象となるもの 助成内容 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(3)指導者招聘費 同好会・任意団体
は申請不可 

年間計画に基づき実施する合宿
等の機会に招聘する指導者※1 へ
の謝礼（短期間の指導） 

申請⾦額の相当額 

20 万円（諸税込） 
 
招聘する指導者 1 名につき 
1 回上限 5 万円（諸税込） 
 
同⼀指導者による指導 
年間上限 10 回 

※1 本学園に籍を置く学⽣、学園を主な収⼊源とする教職員、校友等を除く。（但し特段の事情がある場合のみ、実績や資格等、招聘者が指導者として適切な

要件を満たしていることを条件に本学卒業⽣を対象に認める場合があります。） 

 

注意事項 

 謝礼⾦は課税対象なので、⼿取り額に対して 10.21％分の諸税額を上乗せして⽀払う必要があります。諸税も採⽤された助成⾦から執⾏するため、諸

税額分を含めた予算計画が必要です。 

 助成⾦で謝礼⾦を⽀払う場合は⼤学が諸税処理を⾏うため、原則、⼤学が指導者名義の指定⼝座へ直接振込をします。（※指導者個⼈ではなく法⼈との

契約の場合を除く）。 

 

 

 

 

 

 



１． 費⽬別 助成内容・・・（４）安全管理対策費                                  

 

費⽬ 申請に関 
する制限 対象となるもの 助成内容 1 団体あたり年間 

助成上限⾦額・回数 

(4)安全管理対策費 
①講習会への学⽣の 

参加費 

なし 

年間計画に基づいて実施する安全管理に
関する／安全管理を⽬的としたもの 
 
（④のみ、上記に加え） 
団体の活動において必要不可⽋な⼤型備
品等に義務づけられている整備費 
 

例）耐空証明取得のための航空機体のオーバ
ーホール、塗装費⽤ 等 

申請⾦額の相当額 

20 万円（諸税込） 
 
②の場合 
講師 1 名につき 1 回上限 5 万円（諸税込） 
 

同⼀講師による指導 
年間上限 2 回 

(4)安全管理対策費 
②講習会のための 
講師の招聘費※1 

(4)安全管理対策費 
③備品購⼊費 

申請⾦額の 2/3 相当額 
（100 円単位以下四捨五⼊） 10 万円（税込） 

(4)安全管理対策費 
④備品整備費 

申請⾦額の 1／2 相当額 
（100 円単位以下四捨五⼊） 150 万円（税込） 

※1 本学園に籍を置く学⽣、学園を主な収⼊源とする教職員、校友等に関する取り扱いは、(3)指導者招聘費 での取り扱いに準ずる。 

 

注意事項 

 ②講師の招聘費︓注意事項は (3)指導者招聘費 を参照すること。 

 ③備品購⼊費︓申請時に複数の販売元からの⾒積書の提出が必要です。その中から最も安価な販売元からの購⼊が助成対象となります。助成対象と異な

る商品・購⼊先からの購⼊は認められません。 

 ③備品購⼊費︓使途・⽇常の管理⽅法・活動後の保管について事前に確認をしておくこと。 

 ③備品購⼊費︓単価 1 万円以上の備品は「備品管理リスト」への記載が必要になります。 

 

 



１．費⽬別 助成内容 ・・・（５）施設利⽤料（６）⼤型備品運搬費（７）保険加⼊料（８）印刷費           

 

費⽬ 申請に関する制限 対象となるもの 助成内容 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(5)施設使⽤料 

体育会公認団体の⽔泳部・アイスホッケー
部・スケート部・スキー部・⾃転⾞競技部
のみ申請可能 
上記以外は申請不可 

学外練習場等の施設使⽤料 申請⾦額の相当額 80 万円（税込） 

(6)⼤型備品運搬費 

体育会公認団体の航空部・ヨット部・カヌ
ー部・ボート部・⾺術部・⾃動⾞部、学芸
総部公認団体の JAZZ CLUB 
および、⼤会、試合、コンクール等の出場
にあたってトラックでの運搬が必要にな
る中央パート・公認団体のみ申請可能 
上記以外は申請不可 

 (2)交通費（①⼤会、試合等）の対象
となる⼤会、試合等において⼤型備
品等の運搬に要する費⽤ 

 コンクール等に参加するために必
要な⼤型楽器等の運搬費⽤（近畿圏
内も対象） 

申請⾦額の 
2/3 相当額 
（100 円単位以下 
四捨五⼊） 

80 万円（税込） 

(7)保険加⼊料 

体育会公認団体の⼭岳部・航空部・ヨット
部・スキー部・⾃動⾞部、学術部公認団体
の探検部のみ申請可能 
上記以外は申請不可 

活動するために必要な保険料 

申請⾦額の 
1/2 相当額 
（100 円単位以下 
四捨五⼊） 

5 万円（税込） 

(8)印刷費 
学術部公認団体のみ申請可能 
上記以外は申請不可 

 活動総括、論集等 
 年間活動のまとめ・論集を発⾏し、

理論還元活動を⾏うもの。 

申請⾦額の 
2/3 相当額 
（100 円単位以下 
四捨五⼊） 

10 万円（税込） 
 
１回（1 点）のみ 

 

注意事項 

 (8)印刷費︓販売⽬的や利益を求めるものは不可。助成を受けた出版物は学⽣オフィスに 1 部提出してください。 

 



1．費⽬別 助成内容 ・・・（９）学部プロジェクト活動費  

 

活動費名称 申請に関する制限 対象となるもの 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(9)学部プロジェクト
活動費 

学⽣部⻑が認めた学部プロ
ジェクト団体のうち、学⽣部
⻑が基盤助成申請対象団体
として認めた団体＊１のみ申
請可能、上記以外は申請不可 

年間活動計画にかかる⾃主的な学習活動（研
究やものづくり活動含む）に要する費⽤ 
 
対象費⽬ 
①指導謝礼、②交通費、③宿泊費、④備品費、 
⑤材料費、⑥保険加⼊料、⑦運搬費、⑧施設
使⽤料、⑨その他必要と判断される費⽬ 

理⼯学部プロジェクト団体ロボット技術研究会 
理⼯学部プロジェクト団体内燃機関研究会 
150 万円 
 
上記以外の団体 
80 万円 
 
※申請⾦額が上限⾦額に満たない場合は 
申請額を上限とする 

 
＊１ 

ロボット技術研究会、内燃機関研究会、ゲーム・CG 部⾨ RiG++、プログラミング部⾨ RiPPro、薬学研究会（やくけん R）、丹後村おこし活動チーム、 
京北プロジェクト、法交渉学研究会、プロレス同好会、ダブルダッチ（DIG、FOG）  

 
注意事項 

 ⾯接選考︓学部プロジェクト活動費を申請した全団体に対してオンラインで⾯接を実施し、助成および助成⾦額を決定します。（⾯接は 2025 年 5 ⽉

27 ⽇（⽕）・28 ⽇（⽔）の 15:00〜19:00 のうち、約 20 分の予定。）そのため、⾯接選考前に申請内容の確認を⾏う場合があります。⾯接には代表、

会計、提出者が出席してください（原則、複数名で出席）。⾯接では申請内容について説明していただきます。（⾯接官への説明⽤資料（提出は任意）︓

A4 サイズ（PDF）・最⼤ 6 枚（提出は任意） ※提出する場合、申請締め切りまでの提出が必須。） 

 助成⽅法︓選考結果に基づき、採⽤⾦額を団体の指定⼝座に振り込みます（事前払い）。助成⾦額に残額が出た場合は、期限内に本⼤学へ戻⼊してくだ

さい。（原則、決算後 3 ⽇以内） 

 指導謝礼︓注意事項および、本学園に籍を置く学⽣、学園を主な収⼊源とする教職員、校友等に関する取り扱いは、(3)指導者招聘費 の注意事項・取り

扱いに準じます。⾦は課税対象なので、⼿取り額に対して 10.21％分の諸税額を上乗せして⽀払う必要があります。諸税も採⽤された助成⾦から執⾏す



るため、諸税額分を含めた予算計画が必要です。助成⾦で謝礼⾦を⽀払う場合は⼤学が諸税処理を⾏うため、原則、⼤学が指導者名義の指定⼝座へ直接

振込をします。（※指導者個⼈ではなく法⼈との契約の場合を除く）。 

 交通費︓(2)交通費の注意事項に準じます。 

 宿泊費︓学外指導者・講師は 1 ⼈ 1 泊 12,000 円、本学学⽣は 1 ⼈ 1 泊 7,000 円を上限とします。（いずれも⾷費は除きます。） 

 備品費︓消耗品（耐⽤年数 1 年未満）、個⼈に帰属する備品は対象外です。⾼額備品については、可能な限りレンタルを推奨します。原則として、汎⽤

性の⾼いものは助成対象として認めませんが、プロジェクトで占⽤的に利⽤するものであれば認めることがあります。単価 1 万円以上の備品については、

申請時に複数の販売元からの⾒積書の提出が必要で、その中から最も安価な販売元からの購⼊が助成対象となり、助成対象と異なる商品・購⼊先からの

購⼊は認められません。また、単価 1 万円以上の備品は「備品管理リスト」への記載が必要になります。（※「備品管理リスト」については今後発⾏され

る「執⾏の⼿引き」を参照）備品の使途・⽇常の管理⽅法・活動後の保管について事前に確認をしておいてください。 

 材料費︓部品や原材料等が対象です。（1 回で使い切ってしまうもの、再利⽤ができないものは材料費、複数回使⽤するものは備品費にしてください。）

購⼊する際は、使途・⽇常の管理⽅法・活動後の保管について事前に確認をしておいてください。 

 保険加⼊料︓イベント・レクリエーション保険等が対象。 

 運搬費︓⼤型備品の運搬等（郵便や宅配便などの配送は対象外）。 

 施設使⽤料︓該当の活動や企画等を実施するために必要となる施設での使⽤料。 

 その他︓必要と判断されるもの（審査により対象にならない場合があります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．費⽬別 助成内容 ・・・（１０）指定⽀援クラブ活動費  
 

活動費名称 申請に関する制限 対象となるもの 1 団体あたり年間 
助成上限⾦額・回数 

(10) 指定⽀援クラブ
活動費 

体育会公認団体のボート部、
カヌー部 

年間活動計画にかかる⾃主的な活動（研究やものづくり活動
含む）に要する費⽤  
 
※基盤活動助成の他の費⽬への申請は可能ですが、(1)備品
購⼊費と(10)指定⽀援クラブ活動費をあわせて購⼊すること
はできません。 
 
対象費⽬ 
基盤活動助成の対象費⽬（学部プロジェクト活動費、体育会
対象外の費⽬を除く）※飲⾷費は不可 
(1)備品購⼊費 
(2)交通費（①⼤会、試合等、②遠征および合宿 ） 
(3)指導者招聘費、(4)安全管理対策費、(5)施設使⽤料 
(6)⼤型備品運搬費、(7)保険加⼊料 

100 万円 
 

※助成対象となる 5 年分の
相当額の範囲の中で、年間
上限を超えて先⾏して助成
を受給することも可能。 

 

注意事項 

 ⾯接選考︓毎年の活動計画に基づき学⽣部⻑がオンラインで⾯談し、実費を助成します（⾯接は 2025 年 5 ⽉ 27 ⽇（⽕）・28 ⽇（⽔）の 15:00〜19:00

のうち、約 20 分の予定。）。申請内容が経済的かつ合理的であると判断できない場合は助成の対象外とします。 

 助成⽅法︓選考結果に基づき、採⽤⾦額を団体の指定⼝座に振り込みます（事前払い）。助成⾦額に残額が出た場合は、期限内に本⼤学へ戻⼊してくだ

さい。（原則、決算後 3 ⽇以内） 

 全対象費⽬共通︓各費⽬の注意事項を参照すること。 

 備品購⼊費︓本助成で備品の全額分の助成を受けて購⼊する場合は、⼤学が直接販売元から購⼊し、⼤学の備品として管理します。 

  



２．費⽬別 申請書類・・・（１）備品購⼊費 （２）交通費 （３）指導者招聘費  
  ※添付資料︓WEB ページの URL を貼り付けて提出することは不可。必ず PDF に変換して提出すること。 

 

費⽬・活動費名称 
団体単位 費⽬単位 

申請フォーム 添付資料 申請フォーム 添付資料 

(1)備品購⼊費 

0.共通項⽬ 

 共通願書 
 
 部⻑・副部⻑・顧問推薦書 
 
 備品管理リスト 
※過年度に本助成⾦で 
備品を購⼊した場合 

1.備品購⼊費  備品購⼊_相⾒積書    
備品の規格や内容の資料、⾒積書または
備品の⾦額がわかる資料（購⼊予定先発
⾏分を含めた複数の販売元からのもの）
⼀式を添えて提出（PDF 形式）。 

(2)交通費 

①⼤会、試合等 

2-1.交通費 
（⼤会、試合等） 

 ⼤会要項 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形
式）。 
 【⼤会試合⽤】申請 11 件以上の Excel

版申請書 ※申請が 11 件以上ある場合のみ 
Excel 形式のままで提出。 

②フィールドワーク 

2-2.交通費 
（フィールドワーク） 

 実施概要説明資料 
書式⾃由。企画名・実施⽇時／場所（住
所・最寄駅）・参加⼈数・実施内容／スケ
ジュール・交通⼿段の記載必須。表紙を
付けて提出（PDF 形式）。 

③遠征および合宿 
2-3.交通費 

（遠征および合宿） 
 しおりや計画表等 ※任意 
書式⾃由。企画内容がわかる資料がある
場合は表紙を付けて提出（PDF 形式）。 

(3)指導者招聘費 3.指導者招聘費  指導者招聘費⽀払計算書 
Excel 形式のままで提出。 

 

 

 



２．費⽬別 申請書類・・・（4）安全管理対策費 （５）施設利⽤料 （６）⼤型備品運搬費  
  ※添付資料︓WEB ページの URL を貼り付けて提出することは不可。必ず PDF に変換して提出すること。 

 

費⽬・活動費名称 
団体単位 費⽬単位 

申請フォーム 添付資料 申請フォーム 添付資料 

(4)安全管理対策費 

①参加費 

0.共通項⽬ 

 共通願書 
 
 部⻑・副部⻑・顧

問推薦書 
 
 備品管理リスト 
※過年度に本助成⾦で 
備品を購⼊した場合 

4.安全管理対策費-1 
①学⽣の講習会参加費 
②講師招聘費 

 講習内容・⾦額がわかる資料 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 

②招聘費  指導者招聘費⽀払計算書 
Excel 形式のままで提出。 

③備品購⼊費 
4.安全管理対策費-2 

③備品購⼊費 
④備品整備費 

 備品購⼊_相⾒積書    
備品の規格や内容の資料、⾒積書または備品の⾦
額がわかる資料（購⼊予定先発⾏分を含めた複数
の販売元からのもの）⼀式を添えて提出（PDF 形
式）。 

④備品整備費 
 備品整備の内容および、業者発⾏の⾒積書（ま

たは⾦額を証明する資料） 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 

(5)施設使⽤料 5.施設使⽤料  施設の概要および料⾦がわかる資料 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 

(6)⼤型備品運搬費 6.⼤型備品運搬費 
 ⼤会、試合等の概要および業者発⾏の⾒積書

（または⾦額を証明する資料） 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 

 

 

 



２．費⽬別 申請書類・・・（７）保険加⼊料 （８）印刷費 （９）学部プロジェクト活動費 （10）指定⽀援クラブ活動費  
  ※添付資料︓WEB ページの URL を貼り付けて提出することは不可。必ず PDF に変換して提出すること。 

 
費⽬・活動費名称 団体単位 費⽬単位 

申請フォーム 添付資料 申請フォーム 添付資料 
(7)保険加⼊料 

0.共通項⽬ 

 共通願書 
 
 部⻑・副部⻑・顧問

推薦書 
 
 備品管理リスト 
※過年度に本助成⾦で 
備品を購⼊した場合 

7.保険加⼊料  加⼊する保険の概要がわかる資料および業者発
⾏の⾒積書（または⾦額を証明する資料） 

申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 
(8)印刷費 8.印刷費  業者発⾏の⾒積書（または⾦額を証明するも

の） 
申請順に並べ表紙を付けて提出（PDF 形式）。 
 論集等データ（過年度発⾏部がある場合のみ） 

(9)学部プロジェクト活動費 9.学部プロジェクト活動費  学部 PJ 願書①活動概要  
PDF 形式で提出。 
 学部 PJ 願書②経費⾒積書_⽀出 
Excel 形式のままで提出。 
 ⾯接時の説明資料 ※任意 
PDF 形式（A4 サイズ、最⼤ 6 枚まで）で提出。 
 申請する費⽬の根拠資料 
根拠資料の内容・提出形式は、(1)〜(8)で定め
られている添付資料の内容を参照。 

(10) 指定⽀援クラブ活動費 10.指定⽀援クラブ活動費  指定⽀援クラブ願書 
Excel 形式のままで提出。 
 申請する費⽬の根拠資料 
根拠資料の内容・提出形式は、(1)〜(8)で定め
られている添付資料の内容を参照。 

 


